
環境影響評価（環境アセスメント）に係るお知らせ 
 

                             平成１７年４月２７日 
 
  川崎市環境影響評価に関する条例（平成１１年川崎市条例第４８号）第２２条第２項

の規定に基づき、「（仮称）川崎水江地区リサイクル新事業」に係る条例見解書の写しの

縦覧を次のとおり行います。 
※ なお、条例見解書とは、条例環境影響評価準備書に係る市民意見に対する指定開発行

為者の見解を示したものです。 
 
１ 指定開発行為者 
＜廃棄物中間処理施設事業＞ 
東京都文京区後楽１丁目７番２７号 
鹿島道路株式会社 
代表取締役社長 塚本 壽 

 
 ＜アスファルト合材製造事業＞ 
東京都港区新橋１丁目６番５号 
日本道路株式会社 
代表取締役社長 原 毅 
 
２ 指定開発行為の名称及び種類 
（１）名 称 
（仮称）川崎水江地区リサイクル新事業 

（２）種 類 
都市計画法第 4条第１２項に規定する開発行為（第３種行為） 
工場又は事業所の新設（第３種行為） 
廃棄物処理施設の新設（第１種行為） 
 

３ 指定開発行為を実施する区域   
川崎市川崎区水江町１丁目１番地 
 
４ 指定開発行為の目的及び内容 
（１）目 的 
建設系廃棄物（がれき類）中間処理施設（破砕施設）の新設 
工場（アスファルト合材製造所）の新設 

（２）内 容 
ア 区域面積：３４，５０３．９㎡ 
イ 土地利用計画 
 



区 分 
廃棄物処理施設用地 
面積（㎡） 

アスファルト合材製造所用地 
面積（㎡） 

全 体 
面積（㎡） 

建  屋・ 
プラントヤード 

５，４６９．２ ４，２７６．７ ９，７４５．９ 

廃材ヤード ６，０４３．１ ― ６，０４３．１ 
通 路 等 ５，６５９．０ ４，１９７．１ ９，８５６．１ 
緑 化 地 ５，８８３．９ ２，９７４．９ ８，８５８．８ 
合 計 ２３，０５５．２ １１，４４８．７ ３４，５０３．９ 

ウ 建築計画  

建築物名称 
建築面積 
（㎡） 

延べ床面積 
（㎡） 

構造 階数 
高さ 
（ｍ） 

■廃棄物中間処理施設 
クラッシャプラント上屋 １，６１２ １，６１２ 鉄骨造 平屋 １１ 
再生骨材製品置場建屋① １，４１０ １，４１０ 鉄骨造 平屋 ２９ 
再生骨材製品置場建屋② ４２０ ４２０ 鉄骨造 平屋 １１ 
事務所・倉庫棟 １９４ ３８９ 軽量鉄骨造 2階建 １０ 
管理室・休憩室 ４９ ４９ 軽量鉄骨造 平屋 ３．６ 
合計 ３，６８５ ３，８８０  
■アスファルト合材製造所 
骨材置場上屋 ８４６ ８４６ 鉄骨造 平屋 １０ 
サイロ ３０８ ３０８ 鉄骨造 平屋 ２４ 
合計 １，１５４ １，１５４  

 
５ 指定開発行為の施行期間 
  平成１７年１２月～平成１８年６月 

 
６ 条例見解書の写しの縦覧期間、場所及び時間 
（１）期 間 
平成１７年４月２７日（水）から平成１７年５月２６日（木）まで 

（２）場 所 
川崎区役所、川崎区役所大師支所及び本庁（環境局環境評価室） 

（３）時 間 
午前８時３０分から午後５時まで 
ただし、土曜日、日曜日等閉庁日は除きます。 


